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トランジション材と細粒材の粒度分布の組合せによる浸透量低減効果の実験的考察 
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１．目的  

 本検討では、コンクリート表面遮水壁型ロックフィルダム（以下「CFRD」という）の継目における浸透量低減

効果を検討することを目的に、細粒材(目詰材)がトランジション材に流入することで浸透量低減効果が現れる状況
を想定した CJT試験（「CFRD Joint Transition」の略）を実施し、粒度分布の組合せによる浸透量低減効果の基本的

な特性を実験により検討するものである。 

２．試験概要  

本試験では、下記の 2点に着目して効果判定を行った。 
① 目詰まり効果は、（ア）目詰材がトランジション材の上面で薄い膜を形成する場合を目詰まり効果が大、（イ）
目詰材がトランジション材の内部に浸透する場合を目詰まり効果が小とした。 

② 浸透量低減効果は、目詰材投入前後の流量の比によって効果の判定を行った。 
 図2.1に供試体の概略図を示す。目詰材の投入量については十分なケース(a)と少量のケース(b)とを設定した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．試験粒度の組合せ  

試験粒度の組合せを表3.1に示し、また、試験材料の各粒度を図3.1に示す。 

(1) トランジション材 

最大粒径を Dmax=9.5mmとし、D15=1.40mmの粗い粒度 A、D15=0.85mmの中程度の粒度 B、および D15=0.425mm

の細かい粒度 Cを設定した。なお、用いた材料は河床砂礫である。粒度 Cは ICOLD紀要（2005年）において推奨

されている CFRDのゾーン 2Aの下限粒度(最も粗い粒度)相当である。 
(2) 目詰材 

最も細かいフライアッシュのみ(目詰材①)、最も粗いものとしてゾーン 1A材(0.85mm以下カット)(目詰材⑥)とし、
その間を 4つに分け、合計で 6区分設定した。また、目詰材の投入量設置ケースは 2ケース設定した。 
 キーワード CFRD，継目, トランジション材，細粒材，粒度分布，浸透量低減 

 連絡先   〒338-0812 さいたま市桜区大字神田９３６ （独）水資源機構 総合技術センター試験場 ＴＥＬ048-853-1785 

図2.1 供試体概略図 
（1）目詰材を十分に設置したケース（a） 

表3.1 試験粒度の組合せ 
細粒 　　　　目詰材粒度 粗粒

目詰材 ①FA ② ③ ④ ⑤ ⑥1A

FA:1A 1:0 4:1 2:1 1：2 1:4 0:1

-0.075mm 100% 85% 75% 50% 40% 25%
粒度A：
D15＝

1.40mm
A-① A-② A-③ A-④ A-⑤ A-⑥

粒度B：
D15=

0.85mm
B-① B-② B-③ B-④ B-⑤ B-⑥

粒度C：
D15=

0.425mm
C-① C-② C-③ C-④ C-⑤ C-⑥

ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
材

粗粒

細粒

粗粒

細粒

加圧水（0.4MPa）

目詰材

（フライアッシュなど）

トランジション材

0.34cm

加圧水（0.4MPa）

目詰材

（フライアッシュなど）

トランジション材

0.34cm

（2）目詰材を少量設置したケース（b） 
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４．試験結果  

（１）目詰材の十分設置ケース(a) 

浸透量低減効果については、いず

れの組合せにおいても差が認めら

れず、1/100倍以上流量が低減した。 

目詰まり効果について図4.1に示

す。トランジション材の粒度 Cでは

いずれの目詰材も表層部において

捕捉しており、目詰まり効果が大で

あった（写真 4.1（2））。粒度 B で

は目詰材粒度④～⑥、また、粒度 A

では目詰材⑤～⑥で表層部におい

て捕捉しており、目詰まり効果が大であ

った。その他の組合せではトランジショ

ン材の内部まで目詰材が浸透しており、

目詰まり効果は小さかった（写真4.1（1））。

目詰まり効果の小さい組合せでは浸透量

低減効果が持続しないと考えられ、効果

的な組合せとはいえない。 

（２）目詰材の少量設置ケース(b) 

浸透量低減効果について図 4.2に示す。目詰材粒

度が最も細かいフライアッシュのみの粒度①では、

いずれのトランジション材においても流量比が 1に

近く、浸透量低減効果は小さかった。また、トラン

ジション材の粒度 Cおよび粒度 Bでは目詰材粒度③

～⑥、トランジション材の粒度 A では目詰材粒度④

～⑥で 1/50 程度以上流出量が低減し、浸透量低減効

果は大きかった。 

目詰まり効果については、いずれの組合せにおい

ても差が認められず、トランジション材内部までの

浸透はなかった。 

５．まとめ 

試験結果から、効果の違いがみられたものを抽出

すると、目詰材を十分に設置したケースでは目詰ま

り効果（図4.1）、目詰材を少量設置したケースでは

浸透量低減効果（図 4.2）であった。この２つの効

果の判定結果から、トランジション材が目詰材を効

果的に捕捉し、かつ、目詰材が少量でも浸透量低減

効果が十分に認められる範囲が存在することがわか

った。今後は、目詰材の流入状況を想定した試験を実施する予定である。 
参考文献 ICOLD：Design and Construction of CFRD, ICOLD Bulletin, Draft as of January 2005 

粘土 シルト 細砂 粗砂

1
0
0
0

砂 礫 岩塊
細礫 中礫 粗礫 コブル ボルダー

1
0
6
.0

1
5
0

2
0
0

5
0
0

2
6
.5

3
7
.5

63
.0

0
.0

0
1

0
.0

0
2

0
.0

0
5

0
.0

1

0
.0

2

0
.0

5

0
.0

7
5

0
.1

0
6

0
.2

5
0

2
.0

0

0
.4

2
5

0
.8

5
0

4
.7

5

9
.5

0

19
.0

0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 0 

10 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

100 
累積残留率(%)累積通過率(%) トランジション材 試験粒度

⑥1A材

①フライアッシュ

目詰材粒度パターン

A
B

C

Bulletin70(修正)の

ゾーン2A粒度範囲

④FA+1A(1:2)
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図3.1  CJT試験に用いた材料の粒径加積曲線 

（1）ケース(a)A-③浸透深さ2.7cm  （2）ケース(a)C-⑤浸透深さ0cm 
写真4.1 試験後トランジション材表面の状況 

図4.1 目詰材種類と目詰まり効果の関係(ケース(a)) 
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図4.2 目詰材種類と浸透量低減効果の関係(ケース(b)) 

0.001 

0.010 

0.100 

1.000 

①FA ②4:1 ③2:1 ④1:2 ⑤1:4 ⑥1A

流
出
量
比

目詰材種類(FA:１A)

粒度A：D15=1.40mm(厚さ0.34cm)

粒度B：D15=0.850mm(厚さ0.34cm)

粒度C：D15=0.425mm(厚さ0.34cm)

粗粒細粒

1/50

土木学会第66回年次学術講演会(平成23年度)

 

-708-

 

Ⅲ-354

 


